
２学期 始業式について 

９月１日（金） 

いつもの時刻に分団で登校します。この日は、 

１１時２０分より引き渡し訓練を行います。教室 

まで、迎えをお願いいたします。詳細は、先日配

布しましたお知らせをご覧ください。 

 

【 持ち物 】    

□ 上靴   □ 連絡帳     □ 筆記用具      

□ 夏の生活 □ 図工の作品 □ 書写プリント 

□ 応募する作品（取り組んだ児童のみ） 

□ 歯みがきカレンダー 

 

 

 

 

 元気に過ごそう！じっくりしっかり夏休み！！ 

 いよいよ、待ちに待った夏休みが始まります。普段の生活では体験できないようなことやじっくりと

時間を掛けてやってみたいことを見付けて、チャレンジできるよい機会です。是非、取り組んで、成長

してほしいと願っております。 

 夏休み中も、規則正しい生活を心掛けて、水の事故や熱中症などにも気を付けて、元気に過ごしてほ

しいと思います。夏休み明けに、一回り大きくなった子どもたちと会えるのを楽しみにしています。 

 

  

  

 

   

   

  

 

 

○ 道具箱の中身の確認をお願いします 

  
   □ はさみ  □ でんぷんのり  □ スティックのり □ パス □ 新聞紙 
   □ 全芯色鉛筆（クーピー）    □ セロハンテープ □ 軍手 □ ビニル袋 
 

 

※ 名前が書かれていないものや消えてしまったものがあります。必ず記名をお願いします。  

※ セロハンテープやスティックのりは、なくなっていないかを確認して必要に応じて補充を 

お願いします。 

  ※ ９月５日（火）までに持たせてください。 

 

 

９月の集金 

給食費       ４，４００円 

計算ドリル        ２８０円 

国語テスト        ３１０円 

算数テスト        ３１０円 

ＰＴＡ会費(９月分)    ２５０円 

         合計    ５，５５０円 

    引き落とし手数料         １０円 

 

※ ９月１日（金）に引き落としさせて 

いただきます。残高をご確認ください。 

 

 

え が お 
令和５年度 愛知小学校 

第１学年 学年だより    

 夏休み号 



 

夏休みの課題     ※ ９月１日（金）に持ってきます。 
(１) 「夏の生活」 （全てのページができているか、確認をお願いします。） 

    ○ 図画工作科 

１２ページか１３ページのどちらかに取り組みます。   

  ○ 書写 

２７ページの文を見て書きます。名前は自分の名前を書いてください。提出用のプリント

を２枚渡します。そのうちの１枚を提出します。  

(２) 音読・計算カード 

夏休み用の「音読・計算カード」を配布します。休み中も継続して取り組むことで、基礎的な

力が身に付けられると思います。 

(３) 読書 

学校から２冊貸し出しをしています。図書館等も利用して、いろいろな種類の本に親しんでほ

しいと思います。 

 読書感想文の提出は自由です。詳しくは、「図書館だより夏休み号」をご覧ください。 

(４) 作品募集   

いろいろな募集があります。進んで取り組めることを期待しています。 

詳しくは、「夏休みの作品募集のお知らせ」をご覧ください。 

(５) アサガオについて 

２学期にアサガオのつるでリースを作る予定です。夏休みの間も水やりなどの世話をお願いし

ます。 

夏休み明けに色水遊びをしますので、花が咲いたら何輪か摘んで、色別にジップ付きの袋など

に入れて冷凍保存をしておいてください。また、種ができたら、紙袋（古封筒）などに保存して

おいてください。もし、枯れてしまってもそのまま２学期に持ってきてください。 

   鉢とペットボトルジョウロは、９月１日（金）の引き渡し訓練の時に持ってきていただくか、

９月８日（金）までの平日授業後～１７時までに持ってきて、南校舎南側に並べて置いてくださ

い。（以前、アサガオが置いてあった辺りに置いていただければ結構です） 

   お子さんの登校時に一緒に持ってきていただいたり、トワイライトの送迎時など 

に持ってきていただいたりしても結構です。 

冷凍している花や種を学校に持ってくる時期は、９月になったらお知らせします。 

   

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

衛生害虫と感染症の出張講座（「おじゃまむしキャラバン」から名称が変更になりました） 

     

 
セアカゴケグモ

やマダニなど、人

に害を与える虫に

ついてのパネルシ

アターを見せてい

ただきました。 

 

スズメバチやカブトムシな

ど、生きている虫や、樹脂標

本、説明付きの標本箱などで、

虫を観察することができまし

た。 


